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家畜糞尿の簡易養分推定法と適正還元 
近年、家畜糞尿に起因する環境問題が顕在化するなか、汚染防止が緊急の課題となって
います。道立農・畜試等では平成６～１０年度にプロジェクト研究「家畜糞尿利用技術
開発事業」に取り組んできました。そのうち、根釧農試、新得畜試、天北農試が実施し
た成果の一部を紹介します。 

１．堆肥・スラリー・尿の簡易養分推定法 
堆肥、スラリー、尿などに含まれる養分含量は、敷料や雨水の混入程度、貯留方法や期
間など多くの要因によって変動します。 
そこで家畜糞尿処理物を合理的に活用するため、簡易な分析機器を用いて養分含量を推
定する方法を明らかにしました。 
その結果、電気伝導度（ＥＣ）の測定により、糞尿処理物の全窒素（Ｔ－Ｎ）、カリウ
ム（Ｋ２Ｏ）、アンモニア態窒素（ＮＨ４－Ｎ）含量が推定でき、これに乾物率（ＤＭ）
を加えることによってリン酸（Ｐ２Ｏ５）の推定も可能でした（表１）。また、簡易型反
射式光度計の利用により、ＥＣとＤＭを変数とした推定式より、さらに高い精度で堆
肥、スラリーのＮＨ４－Ｎ含量を推定できます。 

表１ 電気伝導度、乾物率を用いた養分含量推定式 

 
１）単位、ＥＣ：ｍＳ／ｃｍ ２５℃補正値、ＤＭ：％ 

２．家畜糞尿の肥効率 
堆肥、スラリー、尿からの養分供給量は、草地土壌、施用量、施用時期および品質など
多くの要因によって異なります。この評価のため、施用した養分のうち草地に吸収・利
用される割合、すなわち「肥効率」を糞尿処理物の形態別に明らかにしました。 
堆肥の窒素肥効率は、秋施用では春施用に比べ５割程度低下し、１番草における肥効率
に大きな差が認められました。スラリーでは施用時期により１０～３３％と大きく変動
し、火山性土および台地土では春施用≧秋・春施用＞秋施用、泥炭土では秋・春施用＞
春施用＞秋施用の順に高い値を示しました（図１）。尿では土壌の違いにかかわらず春
施用＞秋施用の関係が認められました。 



 
図１ スラリー施用時期、施用量と窒素肥効率の関係 

３．草地における基準肥効率 
本試験で得られた肥効率と既往の報告から、草地への春施用を前提とした乳牛糞尿処理
物の基準肥効率（ＲＳ、％）を設定しました（表２）。なお、実際には施用時期や品質
などによる変動を考慮して補正して用います。 

表２ 草地に施用した乳牛糞尿処理物の基準肥効率（ＲＳ） 

４．草地に対する糞尿多量施用の影響 
草地に対する糞尿の施用試験を実施し、草地と家畜に対する多量施用の影響が次のとお
り明らかとなりました。 
草地に堆肥を１２ｔ／１０ａ以上多量に施用すると、牧草茎数の減少および草種構成の
悪化と牧草体カリウム含量の上昇を招き、さらに吸収されなかった硝酸態窒素は収穫跡
地の土壌に残存することが明らかになりました（表３、図２）。 
また、スラリー施用量の増加に伴い、牧草収量の増加は頭打ちとなり、牧草体カリウム
含量の上昇によりミネラル組成が悪化しました。さらに、この牧草をサイレージ調整し
て乳牛に給与したところ、乳量および血中マグネシウム濃度が低下しました（表４）。 

表３ 堆肥施用量と牧草取量、茎数および牧草体養分合量の関係 

 
１） 茎数調査は堆肥施用日の約３週間後に行った（ＴＹ：チモシー、ＷＣ：シロクロー

バ）。 
２） 異文字問に有意差あり（Ｐ＜０.０５）。 



 
図２ 堆肥を施用した草地土壌における硝酸態窒素残存量 

表４ ＧＳ１）給与試験における乾物摂取量、乳量および血中マグネシウム濃度の推移 

 
１）ＧＳ：牧草サイレージ。 

２）異文字間に有意差あり（ＰくＯ．０５）。 

５．適正な糞尿還元量の考え方 
以上から、草地に対する適正な糞尿還元量を①牧草地としての生産性を維持し、②牧草
ミネラル組成が施肥標準に準じて栽培した場合より悪化せず、③土壌中の硝酸態窒素残
存量を最小にとどめる範囲、と位置づけ、施用する家畜糞尿から供給される養分量、窒
素、リン酸、カリウム、のいずれかが施肥標準量に達する量としました。 

６．草地に対する適正な糞尿還元量設定の手順 
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